
率
が
、
４
月
以
降
順
調
に
低
下
し
て
い

た
。
こ
の
主
因
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
広

く
行
わ
れ
無
症
状
陽
性
者
が
増
え
た
こ

と
だ
が
、
他
の
要
因
と
し
て
、
⑴
こ
の

間
に
、多
く
の
人
々
が
免
疫
を
獲
得
し
、

集
団
免
疫
と
言
え
る
よ
う
な
状
態
に
近

づ
い
て
き
た
（
後
に
詳
し
く
述
べ
る
）、

⑵
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
、
ス
テ
ロ
イ
ド
（
デ
キ
サ
メ

サ
ゾ
ン
）
が
効
果
的
に
投
与
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て

い
た
。
死
亡
者
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
日
本
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
、
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
全

死
亡
者
数
が
３
８
０
０
人
を
大
き
く
下

回
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

　

本
誌
6
月
21
日
号
と
7
月
1
日
号

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
実
態
予
測
と
今
後
に

向
け
た
提
言
」
に
お
い
て
、「
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
７
段
階
モ
デ
ル
（
以
下

ver.1

と
表
記
）」
を
発
表
し
た
。
こ
の

モ
デ
ル
は
、
種
々
の
科
学
的
知
見
、
公

表
デ
ー
タ
、
現
場
で
起
き
て
い
る
現
象

な
ど
を
包
括
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
開
発
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
4

か
月
が
過
ぎ
、
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
新
し
い
科
学
的
な
知
見
や
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
出
来

事
が
あ
り
、
筆
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
観
も

変
化
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、
⑴

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
症
防
御
の
仕
組
み

（
感
作
・
免
疫
）、
⑵
重
症
化
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
（
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
）、

⑶
４
か
月
間
に
増
加
し
た
暴
露
者
推
計

な
ど
、
７
段
階
モ
デ
ル
を
一
部
改
修
し

た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が

出
て
き
た
の
で
、
今
回
「
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
7
段
階
モ
デ
ルver.2
」
を
提
示

し
、
ま
た
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
い

く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
に
対
し
て
、
私
見

を
紹
介
す
る
。

暴
露
者
数
推
計
と
最
近
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
陽
性
者
数
・
死
亡
者
数
の
動

向
に
つ
い
て

　

本
誌
の
７
月
１
日
号
に
示
し
た
全
国

民
の
暴
露
者
比
率
30
〜
45
％
は
、
5
月

10
日
時
点
（
死
者
数
６
２
１
人
）
と
６

月
７
日
（
同
９
２
９
人
）
の
間
の
死
亡

者
数
３
０
８
人
を
も
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
推
計
し
た
も
の
で
あ

り
、
５
月
時
点
で
国
民
の
３
分
の
１
に

相
当
す
る
４
０
０
０
万
人
程
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
暴
露
経
験
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
同
様
に
、
暴
露
者
比

率
30
％
程
度
を
採
用
し
、
高
齢
者
の
暴

露
率
が
若
年
者
よ
り
低
い
こ
と
を
加
味

し
、
年
代
別
死
亡
率
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
全
国
民
が
暴
露
し
た
場

合
に
発
生
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
全

死
亡
者
数
を
３
８
０
０
人
と
推
計
し

た
。

　

表
１
と
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
陽
性
者
数
に
対
す
る
死
亡
者
数
の
比

　

山
口
道
利
1
・
馬
欣
欣　
　
　
　
　
　
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
教
授
　
日
本
医
師
会
総
合
政
策
研
究
機
構
客
員
研
究
員

一
般
社
団
法
人
　
介
護
・
医
療
・
見
え
る
化
効
率
化
協
会
　
代
表
理
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実
態
を
再
考
す
る

　
ー
感
染
７
段
階
モ
デ
ルver.2

の
紹
介
ー

医
療
法
人
社
団
鉄
祐
会
理
事
長
　
　
　
　
　
　    

         

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
武
藤
真
祐	

一
般
社
団
法
人
　
介
護
・
医
療
・
見
え
る
化
効
率
化
協
会
　
理
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
雅
之

    

高
橋	

泰	
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た
。

　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
る

直
前
の
７
月
中
旬
に
、
７
段
階
モ
デ
ル

を
も
と
に
死
亡
率
の
低
下
傾
向
を
加
味

し
て
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響

の
予
想
を
行
っ
た
。「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
影
響
で
地
方
を
中
心
に

２
０
０
０
万
人
程
度
が
新
た
に
暴
露
を

経
験
し
、
暴
露
し
た
人
の
大
半
は
無
症

状
ま
た
は
軽
微
な
症
状
で
あ
る
が
、

１
０
０
万
〜
２
０
０
万
人
が
感
染
ま
で

進
む
。
感
染
し
た
人
の
ご
く
一
部
が
Ｐ

表１　年齢階級別PCR陽性者数と死亡者数の推移

し
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響

が
大
き
い
8
月
が
２
８
５
人
、
９
月
が

２
７
５
人
、
合
計
５
６
０
人
と
第
１
波

よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
我
々
が
予
想
し

て
い
た
３
０
０
人
よ
り
多
く
の
人
が
亡

く
な
ら
れ
た
。
一
方
、
第
１
波
の
重
症

者
の
ピ
ー
ク
が
３
２
８
人
（
４
月
30

日
）、
第
２
波
の
ピ
ー
ク
は
２
５
９
人

（
８
月
23
日
）
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
急

速
に
減
少
し
、
９
月
は
１
３
０
〜

１
４
０
人
台
で
推
移
し
、重
症
者
数
は
、

図１　死亡者／陽性者比率（陽性致死率）の推移

ほ
ぼ
予
想
通
り
の
推
移
で
あ
っ
た
。

　

予
想
を
上
回
る
死
亡
者
が
出
た
の

は
、
表
１
に
示
す
8
月
12
日
か
ら
9
月

16
日
の
80
歳
以
上
の
陽
性
致
死
率
が
急

上
昇
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
急

激
な
上
昇
の
原
因
は
今
の
と
こ
ろ
不
明

だ
が
、
高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
件
数
が
こ
の
間
に
増
え
た
こ
と
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
は
す
べ
て
コ
ロ
ナ
死
に

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
熱
中
症
の
影

響
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
の
死
亡
が
増
え
た

Ｃ
Ｒ
検
査
で
発
見
さ
れ
大
き
な
騒
ぎ
が

起
こ
る
が
、実
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、

実
際
は
数
十
倍
の
感
染
し
た
人
が
無
自

覚
の
ま
ま
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ず
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
一
方
、
２
０
０
０
万

人
の
暴
露
者
の
中
か
ら
６
０
０
人
程
度

の
重
症
者
が
出
て
、
２
０
０
〜
３
０
０

人
程
度
の
死
亡
者
が
出
る
」
が
、
７
段

階
モ
デ
ル
よ
り
予
想
の
概
要
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
は
第
１
波
の
３

〜
５
月
が
計
８
８
７
人
だ
っ
た
の
に
対

こ
と
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
て

い
る
。今
後
こ
の
陽
性
致
死
率
が
、

早
急
に
も
と
の
低
レ
ベ
ル
に
戻
る

と
予
想
し
て
い
る
が
、
高
止
ま
り

が
続
け
ば
、
表
２
に
示
す
７
段
階

モ
デ
ル
の
高
齢
者
の
重
篤
化
率
や

死
亡
者
率
の
修
正
が
必
要
に
な

る
。

外
敵
か
ら
の
防
御
と

集
団
免
疫

　

V
er.1

で
は
、「
す
で
に
国
民

の
３
分
の
１
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
暴

露
し
、
抗
体
が
立
ち
上
が
る
ま
で

の
期
間
に
、
自
然
免
疫
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
の
対
処
が
終
了
し
、
多

く
の
人
が
治
癒
（
ウ
イ
ル
ス
が
消

滅
す
る
）
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ

論評

社会保険旬報　No.2799  2020. 10. 217



渉（
一
つ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

自
然
免
疫
が
誘
導
さ
れ
る
た
め
に
、
他

の
ウ
イ
ル
ス
に
は
感
染
し
づ
ら
く
な
る

現
象
）
に
よ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か

し
、こ
の
現
象
が
成
立
す
る
た
め
に
も
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
発
生
し

た
集
団
免
疫
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
数
の
動

向
と
同
様
に
、
国
民
の
大
半
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
急
速
に
暴
露
し
た
こ

と
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
暴
露
に
よ
り
Ｉ

Ｌ
１
な
ど
自
然
免
疫
系
が
賦
活
化
さ

れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
排
除
さ
れ
た

こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

筆
者
ら
は
、
集
団
免
疫
や
ウ
イ
ル
ス

干
渉
は
、
デ
ー
タ
の
推
移
か
ら
実
際
に

発
生
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
ら
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
必
要
な

飛
沫
核
感
染
に
よ
る
非
常
に
強
い
暴
露

力
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
性
の
一
つ
で
あ

り
、
少
量
の
暴
露
に
よ
る
自
然
免
疫
や

細
胞
性
免
疫
・
微
量
抗
体
等
を
含
め
た

種
々
の
免
疫
の
強
化
が
起
き
て
い
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

書
く
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
特
別
の
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
印
象
を
も
た
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
風
邪
を
引
き
起
こ
す
よ
う

な
毒
性
の
弱
い
ウ
イ
ル
ス
が
共
通
し
て

持
つ
特
性
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
通

常
の
風
邪
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
と

図２　新型コロナの微量の暴露により、感作（自然免疫などが強化）されている様子

同
様
の
振
舞
い
を
す
る

ウ
イ
ル
ス
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え

ver.2

で
は
、
自
然
免

疫
と
い
う
表
現
を
「
免

疫
（
自
然
免
疫
・
細
胞

性
免
疫
・
微
量
抗
体

等
）」
に
変
更
し
た
。

年
齢
階
級
別
リ
ス

ク
と
特
定
感
染
症

の
扱
い

　

表
１
や
図
1
に
示
す

よ
う
に
、
30
歳
未
満
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
死
亡
リ

ス
ク
は
極
め
て
低
い

が
、
活
動
量
に
比
例
す

る
と
思
わ
れ
る
感
染
リ

ス
ク
は
む
し
ろ
高
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
が
判
明
し

た
場
合
、
保
健
所
へ
の

報
告
と
患
者
の
隔
離
が

必
要
に
な
り
、
そ
の
後

の
社
会
的
糾
弾
は
未
だ

る
」
と
い
う
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
後
に

多
く
の
都
道
府
県
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
抗

体
陽
性
者
が
急
増
し
、
さ
ら
な
る
拡
大

が
懸
念
さ
れ
た
矢
先
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者

が
急
減
し
た
。
こ
の
現
象
は
、
短
期
間

に
地
方
を
中
心
と
し
た
多
く
の
国
民
が

新
型
コ
ロ
ナ
に
暴
露
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
免
疫
の
強
化
が
な
さ
れ
た
人

が
国
民
の
過
半
数
を
超
え
、
集
団
免
疫

的
な
状
況
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。
集
団
免
疫
が
短
期
間
で

成
立
す
る
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
暴
露

力
が
非
常
に
強
く
、
飛
沫
核
感
染
（
空

気
感
染
）
で
難
な
く
マ
ス
ク
を
通
り
抜

け
暴
露
（
体
内
に
侵
入
）
で
き
る
こ
と

と
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
ウ
イ
ル
ス

量
が
微
量
で
も
、
暴
露
後
に
感
作
（
ウ

イ
ル
ス
と
の
戦
闘
の
経
験
が
記
憶
さ

れ
、「
自
然
免
疫
・
細
胞
性
免
疫
・
微

量
抗
体
」
等
を
含
む
免
疫
系
の
強
化
が

行
わ
れ
る
こ
と
）
が
成
立
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。

　

今
年
の
１
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

患
者
が
突
然
こ
な
く
な
り
、
か
わ
り
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗
体
陰
性
の
し
つ
こ

い
風
邪
様
症
状
の
患
者
が
増
え
た
と
い

う
現
象
を
、
多
く
の
臨
床
医
が
経
験
し

て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
ウ
イ
ル
ス
干

強
い
。
若
年
者
に
限
っ
て
言
え
ば
、
感

染
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
で
は
な
く
、
社

会
的
な
糾
弾
を
避
け
る
た
め
、
種
々
の

対
策
に
付
き
合
わ
さ
れ
て
い
る
感
が
強

い
。
こ
の
よ
う
な
理
不
尽
な
事
態
が
起

き
る
根
本
的
な
原
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
特
定
感
染
症
２
類
相
当
で
扱
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
肺
炎
が
表
れ
る
前
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が
無
症
状
ま
た
は
軽
症
で
、
周
囲
に
う

つ
す
比
率
も
低
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
感
染

症
に
対
し
て
広
範
囲
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
え
ば
、

⑴
無
症
状
で
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
本
来

行
動
制
限
を
か
け
る
必
要
の
な
い

人
が
隔
離
や
自
宅
待
機
を
命
じ
ら

れ
、
社
会
的
損
失
、
医
療
の
疲
弊
や

崩
壊
な
ど
の
種
々
の
問
題
が
発
生

す
る
。

⑵
非
常
に
多
く
の
無
症
状
陽
性
者
が
社

会
活
動
を
行
い
、
そ
の
一
部
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
陽
性
者
だ
け
に
行
動
制
限
や
隔

離
の
意
義
が
少
な
い
。

と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
、
筆
者
は
反
対
の
立
場
を
取
り
た

い
。

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て

も
、
筆
者
は
否
定
的
で
あ
る
。
ま
ず
多

く
の
人
に
と
っ
て
、
か
か
っ
て
も
無
症

状
、
軽
症
の
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
価
値
が
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
次
に
、
抗
体
が
で
き
て
抗
体
陽
性

に
な
っ
て
も
短
期
間
（
３
か
月
程
度
）

で
陰
性
に
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
弱
毒
性
の
ウ
イ
ル

図３　新型コロナ 7段階モデル ver.2

の
７
段
階
モ
デ
ル

のS
tage3

以
下

の
患
者
に
対
す
る

扱
い
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
同
等
の
５

類
相
当
な
ら
ば
、

感
染
発
生
時
の
報

告
や
医
療
機
関
の

感
染
症
対
策
の
要

求
水
準
が
下
が

り
、
社
会
全
般
が

開
放
さ
れ
る
。

　

一
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
は
、
高
齢
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど

死
亡
リ
ス
ク
が
急

速
に
高
ま
る
疾
患

で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
死
亡

の
80
％
以
上
が
70

代
以
上
、
50
％
以

上
が
80
代
以
上
、

50
歳
以
下
の
死
亡

は
至
極
ま
れ
で
あ

る
。
高
齢
者
施
設

で
集
団
感
染
が
発

生
す
る
と
15
〜

20
％
が
死
亡
し
て

い
る
（
２
０
２
０

年
９
月　

全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
）。

極
論
す
る
と
「
コ
ロ
ナ
は
、
重
介
護
を

要
す
る
高
齢
者
が
発
症
す
る
と
、
そ
の

２
割
弱
が
死
亡
に
至
る
病
気
で
あ
り
、

若
年
か
ら
壮
年
ま
で
は
ほ
ぼ
普
通
の
風

邪
」
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。「
ス
タ
ッ
フ
や
家
族

等
が
高
齢
者
施
設
に
コ
ロ
ナ
を
持
ち
込

ま
な
い
、
そ
し
て
、
も
し
感
染
が
判
明

し
た
場
合
の
対
処
」
が
、
今
後
も
コ
ロ

ナ
死
亡
抑
制
の
鍵
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
で
肺
炎
が
発
症
し
た
場
合

は
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
が
発
生

す
る
可
能
性
が
低
く
な
い
の
で
、
7
段

階
モ
デ
ル
で
い
う
な
らS

tage4

以
降

の
肺
炎
や
呼
吸
苦
が
出
現
し
た
後
を
、

２
類
と
し
て
扱
う
の
が
適
切
だ
と
考
え

る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

　

次
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
広
範
囲
の
実

施
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
「
感
染
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
激
し
い
症
状
を
伴
っ

て
発
症
し
、
発
症
し
た
人
の
隔
離
を
行

わ
な
い
と
周
囲
の
人
に
う
つ
す
」
感
染

症
の
拡
大
予
防
に
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

非
常
に
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
新
型
コ

ロ
ナ
は
、「
感
染
し
て
も
、
多
く
の
人
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ス
で
あ
り
生
体
の
細
胞
を
刺
激
し

な
い
こ
と
に
よ
り
、
抗
体
の
産
生

が
続
か
な
い
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
、
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
年
に
複
数
回
の
接
種
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
弱
毒

の
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
後
に
強

毒
の
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
す
る
と
Ａ

Ｄ
Ｅ
（
抗
体
依
存
性
感
染
増
強
）

と
い
う
爆
発
的
に
強
毒
の
ウ
イ
ル

ス
が
増
殖
し
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を

逆
に
誘
発
し
や
す
い
と
い
う
現
象

が
知
ら
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
操
作

に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
な
ど
で
Ａ
Ｄ
Ｅ

を
誘
発
し
な
い
可
能
性
も
あ
る

が
、
基
本
的
に
Ａ
Ｄ
Ｅ
の
誘
発
の

危
険
性
を
考
慮
し
て
お
い
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
わ
れ
、
リ
ス
ク
が
非

常
に
高
い
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
７
段
階

モ
デ
ルver.2

の
紹
介

①
モ
デ
ル
の
修
正
点

　

今
回
一
部
修
正
さ
れ
た
モ
デ
ル

図
で
あ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
7

段
階
モ
デ
ルver.2

」
を
図
３
に
、

「
各
ス
テ
ー
ジ
の
検
査
結
果
と
発

生
確
率
」
を
表
２
に
示
す
。

　

V
er.1

と
の
相
違
点
は
、

表２　各ステージの検査結果と発生確率
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侵
入
し
て
い
な
い
）
状
況
。
当
然
Ｐ
Ｃ

Ｒ
（
−
）、
抗
体
（
−
）
に
な
る
。
７

段
階
モ
デ
ル
で
は
２
０
２
０
年
９
月
末

で
、
国
民
の
半
数
程
度
が
こ
の
状
態
で

あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

〇S
tage1

　

ウ
イ
ル
ス
に
暴
露
（
人
の
体
内
に
侵

入
）
し
た
が
非
感
染
（
細
胞
内
に
取
り

込
ま
れ
な
い
）
の
状
況
。
体
内
に
入
っ

た
が
、
免
疫
の
防
御
や
粘
膜
な
ど
に
よ

り
感
染
で
き
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（
−
）、
抗

体
（
−
）
に
な
る
。
国
民
の
多
く
が
既

に
暴
露
経
験
が
あ
り
、
暴
露
す
る
と
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
感
作
（
免
疫
が
強

化
）
さ
れ
る
。

〇S
tage2

　

図
４
に
示
す
よ
う
に
、
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
（
細
胞
の
受
容
体
と
結
び
つ
き
、

細
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
る
）
か
ら
、
細

胞
内
で
増
殖
し
、
増
殖
し
た
ウ
イ
ル
ス

が
細
胞
外
へ
放
出
さ
れ
、
免
疫
（
自
然

免
疫
・
細
胞
性
免
疫
・
微
量
抗
体
等
）

と
戦
闘
を
行
う
ま
で
の
段
階
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
弱
毒
で
繁
殖
力
が
弱

い
た
め
、
図
５
に
示
す
よ
う
に
、
戦
闘

隊
長
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
司
令
本
部

（
リ
ン
パ
節
）
に
、「
自
然
免
疫
だ
け
で

処
理
で
き
る
の
で
、ミ
サ
イ
ル
部
隊（
抗

体
）
の
出
動
は
必
要
な
い
」
に
相
当
す

図４　Stage2 の状況

図５　Stage ２における免疫システムの情報伝達

ト
カ
イ
ン
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
凝

固
異
常
と
血
管
障
害
に
変
更

⑶
表
２
の
国
民
の
推
定
暴
露
率
を
３
割

か
ら
５
割
に
変
更
し
た
こ
と

で
あ
る
。

暴
露
率
の
み
の
変
更
に
つ
い
て

　

４
か
月
間
の
暴
露
者
数
の
増
加
を
反

映
し
たver.1

の
全
国
民
の
暴
露
者
推

計
比
率
を
3
割
か
ら
5
割
に
修
正
し

た
。
暴
露
率
が
既
に
50
％
を
は
る
か
に

超
え
集
団
免
疫
が
で
き
る
高
値
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
も
低
く
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
表
２
に
示
す
７
段
階
モ
デ
ル

の
各
ス
テ
ー
ジ
の
発
生
率
に
関
し
て

は
、
先
に
述
べ
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
80
歳

以
上
の
陽
性
致
死
率
の
高
止
ま
り
が
続

く
場
合
、
書
き
換
え
が
必
要
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
を
除
け
ば
、

発
表
後
４
か
月
の
死
亡
者
数
推
移
デ
ー

タ
な
ど
か
ら
表
２
の
他
の
部
分
を
敢
え

て
書
き
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
な
事
態

は
起
き
て
い
な
い
と
考
え
、ver.2

で

もver.1

の
数
字
を
踏
襲
す
る
こ
と
と

し
た
。

ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
概
説

〇S
tage0

 

ウ
イ
ル
ス
に
非
暴
露
（
人
の
体
内
に

常
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

〇S
tage4

とS
tage5

に
、「
後
遺
症

＋
」
と
書
か
れ
た
茶
色
の
楕
円
の
出

現
を
組
み
込
ん
だ
こ
と

〇S
tage5

の
急
変
を
、
大
量
の
サ
イ

⑴S
tage1

の
「
暴
露
」
を
「
暴
露
（
感

作
）」
に
、Stage2

の
「
自
然
免
疫
」

を
、
そ
の
後
の
知
見
を
踏
ま
え
「
免

疫
（
自
然
免
疫
・
細
胞
性
免
疫
・
微

量
抗
体
等
）」
に
変
更
。

⑵
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
重
症
化
や
合
併

症
が
血
管
の
障
害
や
凝
固
系
の
異
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図７　獲得免疫（抗体）出現の状況

る
情
報
を
送
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

7
段
階
モ
デ
ル
で
は
日
本
人
の
場

合
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
暴
露
し
た
人
の

98
％
がS

tage1

ま
た
はS

tage2

で

終
了
し
、
多
く
の
人
は
無
症
状
ま
た
は

軽
い
風
邪
症
状
（
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
上

気
道
感
染
）
で
治
癒
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
無
症
状
や
軽
微

な
症
状
で
あ
っ
て
もS

tage2

ま
で
進

め
ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
に
な
る
が
、
抗
体
が

出
現
す
る
前
に
ウ
イ
ル
ス
が
殲
滅
さ
れ

る
の
で
、
抗
体
は
陰
性
に
な
る
。

〇S
tage3

図８　Stage ４における免疫システムの情報伝達

図９　新型コロナが広範囲に広がった場合の獲得免疫（抗体）による攻撃

図６　Stage ３における免疫システムの情報伝達

　

７
段
階
モ
デ
ル
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
生
存
戦
略
は
、「
生
体
か
ら
攻
撃
を

受
け
な
い
よ
う
、
静
か
に
目
立
た
な
い

よ
う
に
増
殖
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。そ
の
結
果
、暴
露
し
た
ケ
ー

ス
の
２
％
程
度
（
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
免
疫
強
化
学
習
の
機
会
が
乏
し
か
っ

た
欧
米
で
は
日
本
の
数
倍
の
比
率
）
の

ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
自
然
免
疫
等
の
攻

撃
を
す
り
抜
け
、
勢
力
を
拡
大
す
る
。

そ
の
結
果
、
図
６
に
示
す
よ
う
に
、
よ

う
や
く
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
ミ
サ
イ
ル

部
隊
（
獲
得
免
疫
）
の
出
動
を
司
令
部

（
リ
ン
パ
節
）
に
依
頼
す
る
。
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図 10　無兆候肺炎のCT像
　

司
令
本
部
か
ら
図
７
に
示
す
よ
う

に
、
例
え
ば
「
ミ
サ
イ
ル
６
発
、
発
射
」

と
い
う
命
令
を
伝
達
す
る
サ
イ
ト
カ
イ

ン
と
い
う
物
質
が
分
泌
さ
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
対
処
を
担
当
す
る
軍
隊
（
獲
得

免
疫
）
が
出
動
す
る
。
軍
隊
は
司
令
部

の
命
令
に
従
い
６
発
の
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
ウ
イ
ル
ス

を
殲
滅
す
る
。
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
分
泌

さ
れ
る
と
、
発
熱
や
倦
怠
感
、
頭
痛
、

凝
固
異
常
な
ど
が
出
現
し
、
抗
体
が
産

生
さ
れ
る
の
で
、S

tage3

以
降
は
抗

体
陽
性
に
な
る
。

図 11　新型コロナウイルスで初期に血栓が発生する主なメカニズム

〇S
tage4

　

S
tage4

は
、
自
然
免
疫
の
防
御
を

す
り
抜
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
上
気
道
か

ら
全
身
に
向
け
て
拡
大
し
た
状
態
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、図
８
に
示
す
よ
う
に
、

司
令
部
か
ら
分
泌
さ
れ
る
サ
イ
ト
カ
イ

ン
の
量
は
、
例
え
ば
ミ
サ
イ
ル
20
発
分

と
、
上
気
道
の
場
合
の
６
発
分
よ
り
増

量
さ
れ
る
。

　

S
tage2

の
自
然
免
疫
の
防
御
を
す

り
抜
け
、S

tage3

、S
tage4

の
抗
体

出
現
に
到
達
し
た
ケ
ー
ス
の
少
な
く
と

も
98
％
程
度
（
日
本
の
場
合
）
は
、
図

９
に
示
す
よ
う
な
形
で
、
こ
の
段
階
で

治
癒
し
て
い
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

図
10
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
徴
的
な

無
症
状
肺
炎
の
Ｃ
Ｔ
像
で
あ
る
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
こ
の
規
模
の
肺
炎
が
出

現
す
れ
ば
非
常
に
強
い
呼
吸
器
症
状
の

出
現
が
必
発
で
あ
る
。
一
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
場
合
、
発
熱
な
ど
が
見
ら
れ
て

も
呼
吸
器
症
状
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
、
無
兆
候
肺
炎
が
少
な
か
ら
ず
出
現

す
る
。
こ
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
毒
性
が

弱
く
、
生
体
側
の
細
胞
を
刺
激
し
な
い

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

S
tage4

の
後
遺
症
に
つ
い

て
　

7
段
階
モ
デ
ル
を
公
表
し
た
6
月
以

降
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
の
報
告
が

数
多
く
出
さ
れ
た
の
で
、
後
遺
症
と
い

う
要
素
をver.2

モ
デ
ル
で
は
付
け
加

え
た
。
早
期
合
併
症
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
図
11
に
示
す
よ
う
に
血
流
に
乗
っ
て

全
身
に
広
が
り
、
血
管
内
細
胞
に
取
り

込
ま
れ
、
こ
の
時
血
管
を
傷
つ
け
、
血

管
を
修
復
す
る
た
め
血
小
板
が
集
ま

り
、
形
成
さ
れ
る
血
栓
に
よ
り
発
症
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
特
有

の
手
足
の
発
赤
や
色
の
変
化
、
臭
覚
・

味
覚
障
害
の
一
部
な
ど
の
初
期
の
軽
度

か
ら
中
度
の
後
遺
症
の
多
く
は
、
血
栓

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。S

tage4

以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
呼
吸
器
疾
患

と
い
う
よ
り
全
身
の
血
管
の
障
害
に
よ

る
重
症
化
や
種
々
の
後
遺
症
が
発
症
す

る
疾
患
と
い
う
様
相
が
強
く
な
っ
て
い

く
。

S
tage5

, S
tage6

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
弱
毒
だ
が
、
サ
イ
ト

カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
と
い
う
現
象
が
発
生

し
たS

tage5

に
進
む
と
急
速
に
全
身

状
態
が
重
篤
化
し
、S

tage6

の
死
に

論評

社会保険旬報　No.2799  2020. 10. 2113



至
る
こ
と
も
あ
る
。

　

図
12
に
示
す
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
全
身
に
広
く
拡
大
す
る

と
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
が
司
令
部
に
ミ

サ
イ
ル
部
隊
の
出
動
を
依
頼
す
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
慣
れ
て
い
な
い

司
令
部
が
、
例
え
ば
20
発
で
十
分
な
ミ

サ
イ
ル
の
発
令
を
、
誤
っ
て
１
０
０
発

分
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
分
泌
す
る
こ
と

が
あ
る
。
大
量
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
分

泌
に
よ
り
、
図
13
に
示
す
よ
う
に
余
剰

な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
凝
固
系
の
異
常
な

レ
ベ
ル
の
活
性
化
を
引
き
起
こ
し
、
全

身
で
微
小
血
栓
と
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
播
種
性
血

管
内
凝
固
症
候
群
）
に
よ
る
微
小
血
栓

が
発
生
し
、
急
速
に
重
篤
化
が
進
む
現

象
を
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
と
い

う
。

S
tage5

の
後
遺
症
と
サ
イ

ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
に
つ
い
て

　

サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
に
よ
り
血

栓
症
が
誘
発
さ
れ
る
が
、
死
亡
す
る
よ

う
な
超
重
症
例
で
は
、
血
栓
の
み
な
ら

ず
か
な
り
の
出
血
が
高
頻
度
で
観
察
さ

れ
る
。
超
重
症
例
で
は
線
溶
抑
制
型
Ｄ

Ｉ
Ｃ
か
ら
線
溶
亢
進
型
Ｄ
Ｉ
Ｃ
に
変
貌

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
に
よ
り
誘

図 12　サイトカイン・ストームが発生する直前の免疫系の情報伝達の様子発
さ
れ
る
後
遺
症
は
、

⑴
臓
器
障
害
に
よ
る
後
遺
症

　

図
14
に
示
す
よ
う
な
十
分
な
修
復
が

困
難
な
レ
ベ
ル
ま
で
臓
器
が
破
壊
さ

れ
、
臓
器
の
機
能
障
害
が
残
る
こ
と
に

よ
り
発
生
す
る
後
遺
症

図 13　サイトカインストームが引き起こされるメカニズム

図 14　サイトカインストームにより広範囲に破壊された肺のCT像

⑵
大
き
な
血
栓
に
よ
る
重
篤
な
後
遺
症

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
重
篤
な
後
遺
症
は
、

サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
に
よ
り
誘
発

さ
れ
る
血
栓
や
血
管
炎
が
も
と
で
形
成

さ
れ
る
血
栓
な
ど
に
よ
り
発
症
す
る
、

肺
梗
塞
や
腎
障
害
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
な
ど
で
あ
り
、
重
篤
な
後
遺
症
が
残

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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終
わ
り
に

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
性
と
現
状
、
コ
ロ

ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行

に
つ
い
て
）

　

７
段
階
モ
デ
ル
は
、
以
下
の
仮
説
を

も
と
に
作
ら
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。

仮
説
１　

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
飛
沫
核
に

よ
る
暴
露
に
よ
り
、
国
民
の
過
半
数

が
感
作
（
免
疫
機
能
の
強
化
）
さ
れ
、

日
本
人
は
既
に
集
団
免
疫
に
近
い

状
態
に
達
し
て
い
る
。

仮
説
２　

暴
露
し
た
人
の
98
％
以
上

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
免
疫
（
自
然
免

疫
・
細
胞
性
免
疫
・
微
量
抗
体
等
）

で
処
理
し
、
獲
得
免
疫
が
出
現
す
る

前
に
治
癒
す
る
。

仮
説
３　

新
型
コ
ロ
ナ
は
弱
毒
で
あ
る

が
、
獲
得
免
疫
を
発
動
す
る
サ
イ
ト

カ
イ
ン
の
大
量
放
出
を
誘
発
し
、
血

管
が
傷
ん
で
い
る
人
を
中
心
に
血

栓
形
成
や
Ｄ
Ｉ
Ｃ
を
起
こ
し
重
篤

化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
免
疫

力
（
自
然
免
疫
、
細
胞
性
免
疫
、
微
量

抗
体
等
）
の
実
用
レ
ベ
ル
で
の
測
定
は

困
難
で
あ
り
、
こ
の
３
つ
の
仮
説
が
エ

ビ
デ
ン
ス
を
も
っ
て
立
証
さ
れ
る
に

は
、
か
な
り
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
の
実
証
に
は
、

モ
デ
ル
を
用
い
て
あ
る
事
象
を
予
測

し
、
そ
の
予
測
通
り
に
事
象
が
起
こ
っ

た
か
、
起
ら
な
か
っ
た
か
を
も
っ
て
確

か
め
る
方
法
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な

事
例
が
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
の
中
に
登
場
す

る
重
力
場
方
程
式
の
実
証
過
程
で
あ

る
。
大
き
な
質
量
の
物
体
の
周
り
で
は

空
間
が
歪
み
、
光
も
曲
が
る
と
い
う
の

が
重
力
場
方
程
式
の
内
容
で
あ
り
、
重

力
場
理
論
の
方
程
式
を
用
い
れ
ば
、
太

陽
の
周
辺
で
光
が
ど
の
程
度
曲
が
る
か

の
理
論
値
は
計
算
で
き
る
が
、
そ
の
結

果
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
誰
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
。１
９
１
９
年
5
月
29
日
に
、

南
半
球
で
大
規
模
な
皆
既
日
食
が
あ
っ

た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
重
力

場
方
程
式
に
よ
る
と
、
太
陽
の
陰
に
隠

れ
て
見
え
な
い
は
ず
の
Ａ
星
か
ら
発
せ

ら
れ
る
光
が
、
太
陽
の
重
量
の
影
響
で

屈
折
し
、
皆
既
日
食
の
時
に
観
測
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。
Ａ
星
が
観
測
で
き
れ

ば
私
の
理
論
は
正
し
く
、
観
測
で
き
な

け
れ
ば
私
の
理
論
が
間
違
っ
て
い
る
」

と
発
言
し
、
実
際
に
Ａ
星
が
観
測
さ
れ

た
の
で
、
相
対
性
理
論
が
正
し
い
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
７
段
階
モ
デ
ル
に
と
っ
て
皆

既
日
食
に
相
当
し
、
80
歳
以
上
の
死
亡

者
が
予
想
よ
り
も
多
か
っ
た
点
を
除
け

ば
、
事
前
の
予
想
通
り
に
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
行
し
た
。
こ
の
事

前
予
測
と
観
測
結
果
の
一
致
に
よ
り
、

モ
デ
ル
の
信
憑
性
は
か
な
り
高
ま
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
の
冬
を
7
段
階
モ

デ
ル
を
通
し
て
予
想
す
る
と
、
ど
う
な

る
の
か
。
7
段
階
モ
デ
ルver.2

は
、

多
く
の
日
本
人
が
既
に
新
型
コ
ロ
ナ
に

暴
露
・
感
作
し
、
免
疫
の
強
化
が
行
わ

れ
、
日
本
社
会
は
集
団
免
疫
が
形
成
さ

れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
気
を
付
け
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
は
、
免
疫
が
強
化
さ
れ
る

と
発
症
し
に
く
く
な
る
が
、
感
染
は
防

げ
ず
、
感
染
す
れ
ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
間
で
今
年
の
1

月
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
干
渉
が
起
こ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
冬
期
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
期
に
入
り
、
例
年
通
り
イ
ン

フ
ル
が
流
行
し
て
く
れ
ば
、
一
時
期
両

ウ
イ
ル
ス
が
共
存
し
て
発
生
す
る
時
期

は
あ
る
が
、
間
も
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
は

姿
を
消
す
。逆
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
強
く
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
く
表
れ
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
強
い
場

合
で
も
、
国
民
の
多
く
が
既
に
（
抗
体

陽
性
で
は
な
い
が
）
免
疫
が
強
化
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
年
の
春
先
の
第
1
波

と
比
べ
、
重
症
者
や
死
亡
者
は
か
な
り

少
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検

査
体
制
が
強
化
さ
れ
多
く
の
人
が
検
査

を
受
け
続
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

無
症
状
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
が
発
見
さ
れ
、

医
療
機
関
を
中
心
に
社
会
的
な
混
乱
は

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
予
想

が
当
た
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
実
態
が

7
段
階
モ
デ
ル
に
近
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
不
幸
に
し
て
は
ず

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ダ
ブ
ル
感
染
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症

化
率
・
死
亡
率
の
急
上
昇
が
起
き
れ
ば
、

7
段
階
モ
デ
ル
が
間
違
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

２
０
２
１
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ま
た

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
落
ち
着

く
頃
、
今
回
の
予
想
が
当
た
り
、
日
本

の
経
済
も
回
復
基
調
と
な
り
、
世
界
の

安
定
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
か
え
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
る
。
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